
SDGsの日本国内での実施に向けて 

企画運営委員 
SDGs／防災と生物多様性グループ 

今井麻希子 



・  生物多様性条約COP10に向けて結成された 
   市民ネットワーク（CBD市民ネット）の後継組織 
 
・  「国連生物多様性の10年」（２０１１−２０２０）     
    ＜日本の市民社会の働きかけがきっかけで 
      国連採択 
 
・  生物多様性の主流化にむけて 



生物多様性条約COP10「愛知ターゲット」 

 

 

 

2020年の達成を目指した包括的な目標。これをもとに、国家戦略や地域戦略が作られている。 



Rio+20での女性メジャーグループの会合 



女性メジャーグループの 
Rio+20 ハイレベル会合での発言 

「私たちは健康な環境への権利へのコミット、そして汚染者責任原則を持つ
ことが必要です。女性や貧困層の多くの生活は健康な環境に依存していま
す。研究によると、損失を受けていないエコシステムは最も貧困な人たちー
その多くは女性ですーの生存を保障するといわれています。彼らはエコシス
テムの機能に80％依拠しているのです。私たちが環境を破壊し汚染すること
は貧しい女性たちの生活を破壊しているということになります。   ここ数日、
私たちは日本、カザフスタン、ウクライナ、ニジェールの姉妹からの発言を耳
にしてきました。私たちの多くは、福島ののち、核汚染による非常に大きな健
康へのリスクと原発の受け入れ難いコストについてリオ＋２０の文書に反映
されるべきであると思っています。   私たちはまた、文書が採掘（mining)に
好意的なものとなっていることに懸念を抱いています。採掘は最も破壊的で
汚染をうむセクターです。採掘場が空荷なった後、殆どの外資の企業はそこ
を離れ政府はその汚れたもの・乱雑（mess）をクリーンアップすることができ
ません。私たちはこの状況を多くの地域で目にしています。例えば中央アジ
アでは、ウラン鉱山からの放射能汚染が国境を超える地下水の帯水層を何
千年にもわたり汚染しようとしているのです。 

 「周縁化」された課題を分野横断型に国境を越えて発信する力 



各メジャーグループをまたぐ活動 
Rio+20 本会議場での脱原発デモンストレーション 

 

(2012.6.23 朝日新聞記事にて紹介された写真） 

エネルギーに関する記者会見 

分野横断性・団結力・コーディネート力・柔軟性 

「女性」はどのメジャーグ
ループにも存在する 



「ジェンダー平等は女性の問題ではない。人間の問題です」 

ダイバーシティ： 
女性も、LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・トランス 
ジェンダーら性的マイノリティも含む多様な個性を 
認め合い・生かし合う社会 



分野横断型のSDGsはジェンダー主流化のチャンス 
「2030年に向けた世界の新しい開発目標」 

という文脈を活用する 

基本理念 「Leave no one behind： 誰も取り残さない」 



全国キャンペーン 

ローカル開発アジェン
ダ？ 
サステナビリティ基本計
画？ 

Post 

2015/SDGs 
＝＊＊宣言 

持続可能な社会基本
法？？       

開発＊＊計画？？ 

国際環境NGO 

広域NPO 

地方自治体 国連・国際機関 日本政府 

国際開発NGO 
地域NPO 

市民 

条約・議定書 条例・計画・実施 法律・計画 

市民 
市民 市民 

提案・協議 提案・協議 提案・協議 

情報収集と発信 情報収集と発信 

協力 
協力 

協力 

ポスト2015の国内実施に向けて 

国際レベル 国内レベル 地域レベル 

一般社団法人 環境パートナーシップ会議z

星野智子氏資料 

@2015/2/8 よこはま国際フォーラム  

「地球規模と国内の課題に向き合うNGO」 



国内での開発課題主流化 
推進に向けて 

リオ＋２０ (2012) 

• 国内準備委員会 
（外務省・環境省） 

• ９つのメジャーグ
ループ 

• ワークショップの開
催 

• 国連への意見の
提出 

SDGs交渉  

• 各グループ独自 

• Post2015NGO連絡
会 

• 外務省意見交換
会の開催 

 （MDGsからの流れ） 

・ 環境省意見交換会 

  

 

これから・・・ 

• 円卓会議の開催 

• Action 2015 

      →Now So What 

  （新キャンペーン） 

・ 「地方創生」 

• 気候変動COP21 

• 伊勢志摩サミット 

• 2020年東京オリン

ピック／パラリン
ピック 

• 仙台防災枠組 

SDGsという国際合意をうまく
使って、課題の 
主流化・焦点化を 



マルチセクター連携の場づくり 
 ・ 円卓会議の開催 
 ・ 既存ネットワークの活用／コラボ 
   例）社会的責任向上のための 
       NPO／NGOネットワーク 
          Post2015NGO連絡会 
      環境自治体会議／イクレイ 
      ローカルアジェンダ21実施自治体 
 

情報発信 
 ・ 「2030（2020）」「地方創生」「ダイバーシ 
    ティ」「水」など社会的関心の高い 
   キーワードと関連づけるなどの工夫 
 ・ 「ヒューマンタッチな」（共感性ある） 
    ストーリーを     
  

サステナビリティ円卓会議 
（8月6日地球環境パートナーシッププラザ） 

国内での推進にむけて 

Bringing the SDGs to life: real change for real people （Iied） 
この年老いた女性には薬などの医療的ケアが必要ですが 
本当に必要なのは、公平性なのです。 
女性であり黒人であるがゆえに人生が不公平にならなくて済むような。 



JCC2015：防災会議に向けたCSOネットワーク 

・ 分野横断型ネットワーク 
・ 政策提言 （政府） 
・ メディア対応 

「防災」からみる事例 



仙台防災会議を振り返って 

「防災」は課題主流化と連携のチャンス 

「防災」からみる事例 



「防災・減災」実施推進へ 

• JCC2015後継組織設立 
   「災害に強い社会をつくる市民ネットワーク（仮）」 

• 防災・減災政策における市民の声の反映 

  ・ 中央防災会議（兵庫行動枠組にもとづくマルチステーク 
    ホルダーのナショナルプラットフォーム）への働きかけ 

  ・ 「国土強靭化計画」 

    国の基本計画をもとに、地域（自治体）での計画づく 

• 市民目線の論点整理 
・  「レジリアンス」「人為的災害（原発）」など 

• 「SDGs」文脈からの課題主流化 

  ・ 例：持続可能でレジリアントなインフラ・都市 
      （「生態系をいかした防災・減災」「住民自治」など 

「防災」からみる事例 



実施が重要！ 
 「もしも行動しなかったら、２０年後にどうなると思う？」「サミットがまた開催される！」 



ホームページ：  

http://jcnundb.org 
 
団体facebook： https://www.facebook.com/JCN.UNDB 
 
facebookプロジェクト： 
「自然と共生する地域づくりを考える」 

https://www.facebook.com/groups/jsn.cbd/  

 

 


